
　来県者をお迎えするおもてなしなどの大会運営経費に活用し
ます。一定額以上の寄附をいただいた方のうち希望者は、総合
スポーツゾーン新スタジアムに名前をしるした銘板を設置し顕
彰します。　R4/10/31（月）
●詳しくは　　　　　　　　　　　または県総務企画課☎028-623-3845

第77回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」と第22回全国障害者ス
ポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」が、令和4（2022）年に栃木県で開
催されることが正式決定しました。国体・障スポの成功のためには、県
民の皆さんの協力が不可欠です。今回は、両大会の概要と、成功に向け
た県の取り組みについてお知らせします。

　栃木県での国民体育大会の開催は、昭和55年の「栃の葉
国体」以来42年ぶりとなります。また、全国障害者スポーツ
大会の開催は今回が初めて。正式決定を受け、両大会に向
けた機運が高まっています。

　県は、県民の皆さんに、国体・障スポに対して「する」「み
る」「支える」といったさまざまな関わりを持っていただけ
るよう、県民運動「いちご一会運動」を展開しています。
　この運動は、四つの基本目標を軸としています。皆さん
もできることから始めてみませんか。

　国体・障スポを盛り上げていくため、イメージソング「いちご一
会」と、それに合わせて踊るダンス「いちご一会ダンス」を制作しま
した。とちぎ国体公式ホームページに歌詞やダンスの動画を掲載
していますので、ぜひご覧ください。
●詳しくは

イメージソングを歌おう！ダンスを踊ってみよう！

いちご一会募金 検索

開催正式決定の様子

　県内に在住または在学している高校生・大学生などが、「広報ボラ
ンティア」として活動を開始します。啓発グッズの配布やとちまる
くんとのPR活動、ブースの運営や募金協力の呼び掛け、ダンスの
披露など、県内イベントでの広報活動に参加していきます。

広報ボランティアによる活動を実施します

42年ぶりの国体・初めての障スポ42年ぶりの国体・初めての障スポ

みんなでできる「いちご一会運動」みんなでできる「いちご一会運動」

栃木県で前回開催された昭和55年「栃の葉国体」の様子（出典:（株）新朝プレス発行「栃の葉賛歌」）

国体・障スポの正式決定を受けて、本県出身
アスリートからメッセージが届きました

　毎年都道府県持ち回りで開催される国内最大のスポーツの祭典。都道府県対
抗方式で行われ、天皇杯（男女総合成績第1位）・皇后杯（女子総合成績第1位）を
目指し、熱い戦いが繰り広げられます。「国民体育大会」という名称は、栃木県で
の大会を最後に「国民スポーツ大会」へと変更になります。
●正式競技（陸上競技、水泳、サッカーなど全37競技）をはじめ、特別競技（高等
学校野球）、公開競技（5競技）など、県内すべての市町で1種目以上の競技を実施

【会期】令和4(2022)年10月1日（土）～11日（火）
国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」

　国体後に開催される国内最大の障害者スポーツの祭典で
す。障害のある選手が競技などを通じ、スポーツの楽しさを体
験するとともに、国民の障害に対する理解を深め、障害のある
人の社会参加の推進に寄与することを目的としています。
●正式競技（卓球、ボッチャなど全14競技）のほかオープン競
技（詳細後日決定）を実施

【会期】令和4(2022)年10月29日（土）～31日（月）
全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」

　栃木県での冬季大会（スケート競技会・アイスホッケー競技会）の開催も決定
しています。会期は令和4（2022）年1～2月を予定。

　今回、国民体育大会･全国障害者スポーツ大会が生ま
れ育った栃木県で開催されることになり、大変うれしく
思います。これを機に、栃木県でスポーツがますます盛
んになることを期待しています。
　そして、僕は今年、茨城県で開催される国体に栃木県
代表として3年ぶりに出場することになりました。来年
の東京2020オリンピックに向けて、弾みがつくレースが
できればと思います。

　国民体育大会と全国障害者スポーツ大会が栃木県で
開催されることになり､とてもうれしいです｡新スタジ
アムで競技が見られるのも今から楽しみです｡
　私は､卓球をやっています｡日ごろの練習の成果を出せ
るように頑張りたいと思います｡また､全国の方々に栃
木県の魅力をアピールし､交流を深めたいと思います｡

「いちご一会募金」を募集しています

イベントでのダンスの披露

大谷石の銘板イメージ

活動イメージ

大会イベントやボランティア活動などに主体的に
参加し、地域一体となって盛り上げよう

いち いちごの国から力を合わせて！

来県者を心のこもった温かいおもて
なしで迎えよう

ご ご当地パワーでおもてなし！

スポーツとのさまざまな関わりを通じて、生涯に
わたってスポーツ活動に親しもう

いち 一緒にスポーツ楽しもう！

来県者との交流を通じて、多彩な栃木
県の魅力を発信していこう

え
笑顔いっぱい
栃木の魅力を伝えよう！
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いちご一会ダンス 検索

　国体・障スポに関する最新情報は、とちぎ国体
公式ホームページのほか、ツイッター、フェイス
ブック、インスタグラムで発信中！
●詳しくは いちご一会国体 検索

InstagramFacebookTwitter

萩野 公介さん（水泳選手・小山市出身）
リオデジャネイロオリンピック金メダリスト

薄井 えりかさん（卓球選手・宇都宮市出身）
知的障害のある人たちの4年に1度のスポーツ大会、スペシャル
オリンピックス夏季世界大会金メダリスト

2022年

県職員が直接出向いて分かりやすい説明を行う｢とちぎ県政出前講座｣をぜひご活用ください。教育、福祉、産業、くらし、環境のことなど196の講座があります問県広報課☎028-623-2192

Prefectural Newsletter of Tochigi

　 

栃木県の人口〔7月1日現在〕1,943,412人（前月比474人減）世帯数793,370世帯（前月比450世帯増） 読みやすさ向上のため、文字のデザインを工夫したユニバーサルデザインフォントを使用しています
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		  2面	 警戒レベル4で全員避難 !  ほか
	 目 次	 3面	 県からのお知らせ
		  4面	 吹き竹・なるほどとちぎ ほか
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毎月第１日曜発行（次回は9/1発行）


